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研究成果の概要（和文）：保育士のキャリア形成における専門性の高度化とインクルーシブ教育・保育の潮流に
おける人材確保のために、医学及び介護の知識と技術を修得した「仮称」特別支援保育士（医療保育士を含む）
の養成体系の構築と実践が研究目的である。介護福祉士の高度化養成モデルとリンクし、フィンランドのラヒホ
イタヤの資格・養成モデルを参考に、平成28（2016）年より、兵庫大学生涯福祉学部こども福祉学科に特別支援
保育士の課程を設け、養成を開始した。これは、4年制大学の保育士養成課程における特別支援保育のできる養
成課程の構築とその実践のモデル化である。さらに、フィンランドのような大学院修士課程における高度化が今
後の課題である。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study was to develop and implement training systems 
for special support nursery school teachers (provisional title), equipped with knowledge and skills 
in medicine and nursing care, and thereby to promote increased specialization in the career 
development of nursery school teachers and to secure human resources conversant with inclusive 
education and childcare. 
Linking with existing advanced care worker training models in Japan and with reference to the 
Finnish model of certification and training for practical nurses, in 2016 we launched a new training
 program for special support nursery teachers in Hyogo University. This represents a model for the 
development and implementation, within a four-year university course for nursery school teachers, of
 a training program to produce human resources able to provide special support. An option to be 
considered going forward is advanced study in the form of a master’s degree program similar to the 
Finnish model.

研究分野：社会福祉学
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１．研究開始当初の背景 
（１）インクルーシブ保育の潮流と特別支援

保育士 

我が国は、2006（平成 10）年に国連が採択

した「障害者の権利条約」を 2014（平成 26

年）に批准し、条約第 24 条（教育）のイン

クルーシブな教育と生涯学習を確保しなけ

ればならなくなった。国は 1974（昭和 49）

年から障害児保育事業を開始したが、とりわ

け就学前（小学校就学前）教育のインクルー

ジョンの進展は十分とは言えない。その理由

のひとつにインクルーシブ教育（保育）の専

門性を修得した教員不足と、その養成が不十

分であると考える。 

（２）保育士のキャリア形成の必要性と特別

支援保育 

保育所の待機児童問題が社会問題化し、保育

所不足及び保育の人材不足対策が講じられ

ている。とりわけ、保育士養成施設卒業者の

半数が保育所に就労せず、また保育士資格保

持者のハローワーク再就職において半数が

保育士への就労を望まない。保育士不足は低

賃金と低い社会的評価のために魅力のある

職場となっていないからである。 
２．研究の目的 
（１）特別支援学校や特別学級の設置が増加

しているが、一方でインクルーシブ教育（保

育）の進展がこれから課題である。フィンラ

ンドは Special Needs Education（SNE）を

インクルーシブ教育の拡充で進めており、特

別支援学校や特別支援学級からインクルー

シブ教育（保育）への転換が進んでいる。そ

の担い手である SNE の教員（保育者）の養

成から知見を得て、特別支援保育士の知識と

技術を修得する体系的な養成課程の構築が

目的である。 

（２）保育の人材確保は、保育士の処遇改善

がなされ、さらに、社会的評価の向上のため

の専門性の向上によるキャリアラダーの構

築が必要である。それは、中間職種（専門職）

の創出により、新規参入を促進し、離職率を

下げ、定着率の向上するためのものである。

さらに、インクルーシブ教育（保育）の潮流

において、保育士の高度化としての特別支援

保育士を位置づける。保育士の専門性高度化

のために、4 年制大学における特別支援保育

士を、コンピテンスに基づく養成を構築しそ

れを実践する。 

３．研究の方法 

（１）介護福祉士の養成教育の高度化との比

較 

特別支援保育士は教育・保育の知識と技術に

加え、医学的ケアの知識・技術の修得が想定

される。フィンランドのラヒホイタヤの養成

課程では、介護士と保育士の養成内容は、2

年間は同じカリキュラムであり、3 年目にそ

れぞれの専門領域を学んで資格を取得する

仕組みになっており、フィンランドモデルを

研究することによって日本における養成の

方向性を検証する。また、我が国の医療とケ

アの専門職である介護福祉士の養成課程と

の比較検討及びその高度化モデルから知見

を得て特別支援保育士の養成モジュール構

築を試みる。 

（２）海外の特別支援教育・保育および医療

と連携する保育士の調査 

フィンランドのラヒホイタヤは 3年間（3600

時間）の保育士養成課程修了後に就労し、そ

の後のキャリア形成としての継続教育があ

る。その在り方と実態を調査し, 日本の保育

士の継続教育を4年制大学及び大学院課程に

おける特別支援保育士養成の方向性を示す。 

また、保育士のキャリア形成では、アメリカ

合衆国の Child Life Specialist（CLS） の

モデルも方向性のひとつである。重い心臓病

やガンなどの長期入院加療の要する子ども

の医療には保育は欠かせない。CLS 養成のモ

ジュールは医学的根拠に基づき、子どもが医

療を受けるためのかかわり方であるコーピ



ング力の形成方法を研究する。 

４．研究成果 

（１）フィンランドの就学前教育（保育）と

インクルーシブ教育の進展把握 

フィンランドの義務教育におけるインクル

ーシブ教育の進展には著しいものがある。特

別支援学校は 1985 年に 360校あったが、2014

年には 140 校に激減し、障害のある子どもは

普通学級（Regular Class）で支援を受けな

がら普通児と同じカリキュラムで学んでい

る。普通学級では特別支援というとらえ方で

はなく、支援は誰もが必要とするものであり

個別のニードというとらえ方で支援する。と

りわけ注目すべきものは、 Individual 

Education Plan(IEP 個別教育計画)が基本と

なって教育が行われ、障害者だけでなくすべ

ての子どもに実施されている。近年、大学教

育においてもこの plan が運用されている。

国際学習到達度評価（PISA）でフィンランド

が高い評価を受けているのはこのIEPが大き

な要因と指摘している。 普通学級で学ぶ子

供の約 22％が特別な支援（この場合週１～2

回程度の支援を含む）を受けているように、

インクルーシブ教育の進展が見える。 

（２）フィンランドのエシコウル（日本の幼

稚園）とデイケアセンターにおける特別支援

教育免許・資格の仕組みを明らかにした 

フィンランドの幼稚園は小学校に付属する

エシコウルと称する。フィンランドの義務教

育は 7歳から始まり、日本より 1歳遅く就学

する。子どもは 6歳になればこのエシコウル

に入園して、1年間の就学準備教育を受ける。

しかし、必ずしも小学校付属のエシコウルと

は限らず、独立した保育所機能を持つデイケ

アセンターで教育を受けることも可能であ

る。エシコウルの教員は大学で教育学の 180

単位を取得した学士号の学位が必要である。

デイケアセンターの保育士は教員免許もし

くはラヒホイタヤの保育士資格が必要であ

り、加えて、特別支援教育に従事するには教

員免許に加え教育学修士号の学位が必要で

あり、大学院で特別支援関連の科目の履修を

含め 120 単位を取得しなければならない。そ

の養成課程は高い専門性を求めている。また、

保育士（この場合ラヒホイタヤ）が特別支援

教育に従事するには大学で教員免許を取得

し、さらに教育学修士課程で特別支援教育を

学ぶことになる。また修士号があり、2 年以

上の学校での教員経験がある場合には大学

院で 1 年間に 60 単位を取得すれば特別支援

教育教員免許が取得できる。通学は週 1回又

は 1か月に 1回の授業もあり、仕事をしなが

ら免許取得できる。フィンランドは職務と学

位と資格が明確になっており、特別支援教育

の職務と資格は修士の学位を就労条件にし

て い る の で European Qualifications 

Framework(EQF)の上から二番目に高いレベ

ル７に位置づけられ、その社会的評価は高い。 

（３）介護福祉士のコンピテンスに基づく養

成モデルと養成教育の統合化の方向を示し

た。日本介護福祉士養成施設協会は、介護福

祉士の高度化モデルとして仮称管理介護福

祉士の養成モデルを提唱している。介護福祉

士の社会的評価の向上のために、専門性の高

度化を 4 年制の大学もしくは 2019 年開設予

定の専門職業大学における養成を想定し、コ

ンピテンス修得に基づくカリキュラムを作

成し、それを修得するためにテーマ別の PBL

で教育する内容を提示している。特別支援保

育士の養成にコンピテンスに基づく養成の

必要性を認識し、また、介護福祉士のカリキ

ュラムとのリンク（共通部分）があり、相互

のキャリ形成に資するものと思われる。さら

に、国は、保育士、介護福祉士そして準看護

師の養成課程における共通部分の統合を検

討中であり、今後の資格制度のあり方にも当

研究は寄与するものと考える。 

（４）Child Life Specialist（CLS）のスキ

ル形成の在り方が理解できた。 

1950 年代のアメリカにおいて、病院に入院す



る子どもと家族支援のプログラムが考えら

れ、子どもが主体的に医療を受けられる実践

が行われてきた。1982 年に Child Life 

Council が創設され、CLS のアカデミックプ

ログラムの認証を行い、資格制度が発足した。

カリキュラムは大きく乳児・幼児・若年者・

家族のケアと教育そしてサービスの改善の 3

分野から構成されている。 

CLS の課程は通常は大学院の修士課程に設置

しているが、Council が認証すれば学部で設

置できる。カリキュラムの内容は Council が

ガイドラインを設定し、各教育・養成機関が

それに則してプログラムを作りCouncilの認

証を受ける。カリフォルニア州のミルズカレ

ッジは教育学の修士課程で CLS を養成し、

Council の定める専門職の責任、アセスメン

ト力、介入力について 150 問の修了試験を大

学で実施して合否を決定する。2012 年の CLS

のマネジメントクラスは平均年齢が 44 歳、

修士課程の取得者 60％であり、経験と修士の

学位取得者がなっている。日本で実施するに

はインターネットの活用よる動画配信でも

可能であるがすべて英語で講義が行われる

ので、国内での養成は語学の課題がある。し

かし、CLS のスキルではコーピングが重要で

あり、特別支援保育士の育成において病気や

障害のある子どものへの対応力の形成過程

は活用できることが分かった。 

（５）日本の医療保育士と保育士のキャリア

パスの連携の可能性 

平成 14(2002)年度から医療保険の診療報酬

「小児入院医療医管理料」に保育士加算が導

入され、医療チームの一員として保育士の役

割りが認識された。医療保育は「医療を要す

る子どもとその家族を対象として、子どもを

医療の主体として捉え、専門的な保育を通し

て、保人と家族の QOL の向上を目指すことを

目的」とし、所定の研修修了者に医療保育専

門士として認定する制度である。外来保育、

病棟保育、病児保育、障害児保育の領域（職

域）があり、保育の環境構成、生活援助、遊

びの提供、学習支援、心理的サポートのスキ

ルがある。全体を保育過程として、情報の把

握、アセスメント、保育計画、記録の職務が

ある。とりわけ、特別ニーズのある子ども、

隔離されている子どもや NICU にいる医療度

や緊張度の高い環境においても保育士の遊

びによる緊張緩和が期待でき、保育士の役割

が期待できる。医療保育専門士になるには保

育士有資格者が病院での勤務が1年以上あり、

6 日間の研修を受けた後、事例研究論文で認

定される。医学的知識の修得と症例別保育の

実践が特徴で、今後、病児・病後児保育の人

材として、各保育所に有資格者がいることが

望まれる。 

（６）兵庫大学における特別支援保育士養成

の実践と改善の必要性 

当研究の知見をもとに、平成 28 年度（2016

月）より兵庫大学生涯福祉学部こども福祉学

科において兵庫大学特別支援保育士の名称

のパイロットプラン的内容で養成を開始し

た。 

新たに追加した科目は「こころとからだのし

くみ Ⅰ Ⅱ」4 単位（介護福祉士養成と共

通部分）、「発達と疾病・障害 Ⅰ Ⅱ」4 単

位、「発達障害児への支援」2 単位、「こども

病院実習（2 週間）」2 単位の合計 12 単位の

履修が必要である。平成 30 年 1 月（2018）

に行った履修者 26 名（学生）のアンケート

調査では、「障害の理解」と「学習障害児の

支援ができる」が高得点で、「専門用語の理

解」、「個別支援計画を作成する」、「知的障害

児のアセスメントができる」の項目が低得点

であった。 

スキルの形成に課題があり、保育士、介護福

祉士、特別支援教諭、CLS,医療保育士のスキ

ル形成を精査し、養成のパイロットプランの

改善が必要である。 
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